
 

 

 

 

 

 

 アルミニウム単結晶ブロックの極点測定から任意方位の切り出し 

 （Ｓｃｈｍｉｄ因子最大方向とする） 
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概要 

 単結晶ブロックから最大Ｓｃｈｍｉｄ因子方位の切り出しを行う場合、 

   ブロックの極点図測定から測定面方位を決定し、最大Ｓｃｈｍｉｄ因子方位を求める事があります。 

   この手順を以下の極点図から説明します。 

 

 

   

 

 極点図からＵ－ｍａｔｒｉｘの計算 

 極点図の確認 

 結晶方位｛ｈｋｌ｝＜ｕｖｗ＞の確認 

 ＦＣＣＳｃｈｍｉｄ因子最大方向［９２２０］の極点図確認 

 ＮＤ方向に近い方位の決定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



方位計算 

 

ＣａｌｃＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅにて入力極点図と異なる場合、別の極点図にて再計算してください。 

   

 



方位計算｛ｈｋｌ｝＜ｕｖｗ＞ 

 

 ｛１２ ３ －２｝＜３ －１０ ３＞と決定される。 

 



 

 

 

[-11 -42 -129]は Alphaが９０．０より大きいため、計算結果が表示されていない 



ＦＣＣＳｃｈｍｉｄ最大方位は 

 

 

 

［９ ２ ２０］と決定される。 

 

 

 

 

 

 

 

 



［９ ２ ２０］方位の計算 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



極点図上では 
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RD方向は極点図測定から計算のため２１４．４９５を採用  

極点図 RD方向 



極点図の回転の検証 

 TD軸に－３４．５回転で－RD軸上に移動 

 TD軸に１１．１４度回転 

 

 

 

  

 

 



ＢＣＣの場合５方向が考えられる 

 

 

 

 

 



５方向をＡｐｐｅｎｄし、極点図作成 

 

 

 

 

 

 

 



まとめ 

 単結晶の極点図から取り付け方位を計算し、所定の極点図描画が行えます。 

 又、ラウエカメラ図から角度―指数を２点入力でも同一計算が行えます。 

 今回使用したソフトウエアの最新バージョンは、以下のソフトウエアを使用しています。 

 ＣｒｙｓｔａｌＯｒｉｅｎｔａｔｉｏｎＤ（Ｖｅｒ．２．０３） 

 ＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅＣｏｎｔｏｕｒＤｉｓｐｌａｙ（Ｖｅｒ．１．２１） 

 ＰＦＲｏｔａｔｉｏｎ（Ｖｅｒ．１．２０） 

 ＢＣＣＳｃｈｍｉｄＦａｃｔｏｒＣａｌｃ３（Ｖｅｒ．３．１４） 

 関連ソフトウエア 

 ＣｒｙｓｔａｌＲｏｔａｔｉｏｎ（Ｖｅｒ．１．１２） 

 旧ソフトウエアの場合、ｕｐｄａｔｅ致します。問い合わせください。 

 

  


